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西オーストラリア州沖合 ラベンスワース油田の生産開始について 

国際石油開発帝石株式会社は、子会社アルファ石油株式会社を通じて、オーストラリア

連邦西オーストラリア州沖合 WA-43-L 鉱区のラベンスワース油田において、オペレーター

の BHPBP 社（豪/英）とともに開発作業を進めてまいりましたが、このたび原油生産を開

始いたしましたので、お知らせいたします。 

 
ラベンスワース油田は、西オーストラリア州エクスマウス市の北西 45km の海上に位置

する水深 210m にある油田であり、2003 年に発見されました。ラベンスワース油田は、

WA-43-L 鉱区とその東側に隣接する WA-42-L 鉱区に跨っており、WA-42-L 鉱区のクロス

ビー油田及びスティックル油田とともに開発作業が進められました。本鉱区から生産され

る原油は、WA-42-L 鉱区の FPSO（洋上石油生産・貯油・出荷施設）を利用し、処理・出

荷されます。 
 
アルファ石油㈱は、ラベンスワース油田権益の 28.500％を保有しており、オペレーター

の BHPBP 社が 39.999％、アパッチ社（米）が 31.501%を保有しております。 

 
当社は、オーストラリアにおいて、当社子会社インペックス西豪州ブラウズ石油㈱がオ

ペレーターとして取り組む世界的規模の LNG プロジェクトであるイクシスプロジェクト

を推進しているほか、上記のアルファ石油㈱を通じてヴァンゴッホ油田の生産事業にも参

画しております。また、当社子会社サウル石油㈱を通じてチモール海共同石油開発地域に

おける LNG、LPG およびコンデンセートを生産するバユ・ウンダンプロジェクト（上流事

業および天然ガス輸送・液化事業）に従事するとともに、子会社インペックスチモールシ

ー㈱を通じ、同地域 JPDA06-105 鉱区キタン油田の開発事業も推進しております。 
 
当社は、今後ともオーストラリアおよび周辺地域での事業展開に積極的に取り組んでま

いります。 
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